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代表質問
オ
ー
プ
ン

デ

ー

タ

問
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

の
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
「
世
界

最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」

が
平
成
25
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

自
治
体
が
保
有
す
る
公
共
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
等

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
機
械

が
判
読
で
き
る
形
式
で
、
二
次

利
用
可
能
な
ル
ー
ル
の
下
公
開

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民

生
活
の
質
的
向
上
や
地
域
に
お

け
る
新
産
業
創
出
の
た
め
に
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民

向
け
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の

「
い
ち
案
内
」
に
お
い
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
施
設
や
避
難
所
・
避
難

場
所
等
の
情
報
、
ま
た
、
地
図

情
報
以
外
に
も
人
口
統
計
等
の

デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
が
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
「
二
次
利
用
可
能
な

機
械
判
読
に
適
し
た
デ
ー
タ
」

の
提
供
は
、
現
在
行
っ
て
い
な

空
き
家
対
策

問
　
全
国
的
に
空
き
家
問
題
が

急
増
し
て
い
る
中
で
、
平
成
27

年
5
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

全
面
施
行
さ
れ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
法
に
基
づ
き
危
険
又
は

迷
惑
な
空
き
家
の
所
有
者
等
に

厳
し
く
対
応
し
て
い
る
と
思
う

が
、
空
家
法
の
施
行
に
よ
る
効

果
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　
市
は
、
空
家
法
に
基
づ
き
、

空
き
家
の
所
有
者
等
に
対
し
て

助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
固
定

資
産
税
の
課
税
情
報
が
利
用
で

き
、
所
有
者
等
の
迅
速
な
確
知

が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
空

家
法
の
施
行
と
共
に
地
方
税
法

が
改
正
さ
れ
、
空
家
法
の
勧
告

を
受
け
た
場
合
は
固
定
資
産
税

等
が
軽
減
さ
れ
る
住
宅
用
地
特

例
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
是
正
率
が
上
が
っ
た
。

今
後
も
空
家
法
に
基
づ
き
助

言
・
指
導
を
行
い
、
空
き
家
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
治
会
運
営

問
　
近
年
、
住
民
の
価
値
観
の

多
様
化
や
近
隣
関
係
の
希
薄
化

等
に
よ
っ
て
、
自
治
会
の
活
動

に
興
味
を
持
た
な
い
世
帯
が
増

え
て
お
り
、
自
治
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

全
庁
的
な
推
進
体
制
の
構
築
や

情
報
公
開
制
度
と
の
住
み
分
け

等
が
あ
る
が
、
先
行
自
治
体
の

取
り
組
み
等
を
参
考
に
課
題
を

整
理
し
た
上
で
、
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
の
防
止

問
　
平
成
23
年
の
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
後
、

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増

加
し
、
相
談
内
容
も
緊
急
性
あ

る
い
は
困
難
性
の
高
い
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
子
ど
も
を
Ｄ
Ｖ
の

被
害
か
ら
守
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
子

ど
も
自
身
が
Ｄ
Ｖ
を
知
る
教
育

の
推
進
に
つ
い
て
、
ま
た
、
Ｄ

Ｖ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
子
ど

も
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
道
徳
・
人
権

教
育
に
お
い
て
心
を
育
て
る
教

育
を
重
視
し
て
お
り
、
子
ど
も

が
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
、「
親
か
ら
子
へ
続

く
Ｄ
Ｖ
の
負
の
連
鎖
の
断
ち
切

り
」
や
「
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
か
ら
の
申
出
」
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
被

害
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
は
、

教
師
の
気
付
き
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
教
職
員
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
身

体
の
傷
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
学
校
か
ら
関
係
機
関

に
通
告
す
る
体
制
も
整
っ
て
い

る
。
今
後
も
研
修
や
体
制
整
備

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

有
機
農
業

の

推

進

問
　
平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た

有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
に
お
い
て
は
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
は
、
化
学
肥
料
や
農

薬
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を

使
用
せ
ず
、
環
境
負
荷
を
抑
え

た
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る

施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
有
機

農
産
物
は
品
質
が
高
く
、
農
家

に
と
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
。
本
市
で
は

管理不全の空き家

市内の野菜畑

こ
れ
ま
で
有
機
農
業
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
き
た
の
か
。

答
　
住
居
と
農
地
が
近
接
し
て

い
る
本
市
の
よ
う
な
都
市
農
業

に
お
い
て
は
、
化
学
肥
料
を
全

く
使
わ
ず
に
堆
肥
等
の
有
機
肥

料
を
使
用
す
る
取
り
組
み
は
、

臭
い
の
問
題
等
か
ら
難
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
市
は
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
を
推
進
す
る
た
め
減

農
薬
栽
培
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
助
成
し
て
お
り
、
農
薬
の
使

用
量
の
削
減
と
よ
り
安
心
・
安

全
な
農
産
物
の
生
産
に
関
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
消
費
者
が

求
め
る
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な

農
産
物
を
供
給
す
る
環
境
保
全

型
農
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会
の
運
営
に
お
け
る
加
入

率
の
低
下
や
役
員
の
担
い
手
不

足
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
市
の

認
識
及
び
対
応
策
を
問
う
。

答
　
自
治
会
加

入
率
の
低
下
や

役
員
の
担
い
手

不
足
は
自
治
会

の
存
続
を
脅
か

す
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
市

と
し
て
も
様
々

な
対
応
策
を
講

じ
て
い
る
。
例

え
ば
、
加
入
促

進
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
配
布
等
を
通

じ
て
自
治
会
活

動
の
重
要
性
の

ア
ピ
ー
ル
に
努

め
た
り
、
自
治

会
の
役
員
会
に

出
席
し
て
役
員

の
担
い
手
不
足

に
対
す
る
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い

る
。

清

風

会

竹〔
総
括
質
問
者
〕

内
　
清
海
　
　
石
原
み
さ
子

松
井
　
　
努

無
所
属
の
会

越
川
　
雅
史
　
　
片
岡
き
ょ
う
こ

長〔
総
括
質
問
者
〕

友
　
正
徳
　
　
増
田
　
好
秀

湯
浅
　
止
子
　
　
秋〔
補
足
質
問
者
〕

本
の
り
子

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

　
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
等
の
位

置
情
報
ゲ
ー
ム
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
等
で
爆
発
的

に
普
及
し
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
を

　
八
幡
市
民
会
館
の
開
設
に
伴

い
、
八
幡
市
民
談
話
室
は
平
成

29
年
3
月
末
で
廃
止
さ
れ
、
施

設
は
新
第
1
庁
舎
完
成
ま
で
市

通
し
て
出
歩
く
こ
と
は
、
例
え

ば
地
域
の
理
解
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
位
置
情
報
ゲ
ー
ム

を
教
育
分
野
で
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
は
児

が
使
用
す
る
。
し
か
し
、
談
話

室
は
利
用
登
録
団
体
が
3　0　0

を
超
え
る
等
多
く
の
市
民
に
利

用
さ
れ
、
ま
た
、
駅
至
近
で
利

便
性
が
高
く
、
市
民
活
動
の
重

要
な
施
設
で
あ
る
。
新
庁
舎
完

童
生
徒
が
興
味
を
持
ち
や
す
い

素
材
と
は
考
え
て
い
る
。
学
校

教
育
で
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ホ
使
用
時
の
交
通
事
故
等

の
危
険
性
や
所
持
の
た
め
の
経

済
的
負
担
等
、
現
状
で
は
課
題

が
多
い
が
、
自
由
研
究
等
自
発

的
に
ゲ
ー
ム
を
利
用
し
て
課
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
場
合
は
、

他
の
課
題
と
同
様
の
評
価
が
学

校
で
行
わ
れ
る
も
の
と
な
る
。

成
後
に
、
市
民
団
体
の
活
動
の

場
等
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答
　
新
第
1
庁
舎
は
32
年
度
に

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
当

該
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時

点
で
の
社
会
情
勢
、
周
辺
の
土

地
活
用
動
向
、
行
政
課
題
や
市

民
ニ
ー
ズ
等
、
総
合
的
な
見
地

か
ら
庁
内
で
十
分
に
議
論
し
た

上
で
、
そ
の
活
用
の
あ
り
方
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
教
育
で
の
活
用
は

自
由
研
究
等
で
の
自
発
的
利
用
で
は
評
価

新
庁
舎
完
成
後 

市
民
活
動
に
施
設
活
用
を

総
合
的
見
地
か
ら
活
用
の
あ
り
方
を
判
断

位置情報ゲーム八幡市民談話室

教 育 ・ 文 化

鈴
木
雅
斗
議
員
（
創
生
市
川
第
2
）

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）


